
会　　議　　名 平成２３年度　第３回文化財保護審議会

開　催　日　時 　２３年１０月３日(土)　　１４時００分　～　１６時３０分

開　催　場　所 　武蔵村山市立歴史民俗資料館　会議室

出 席 者 及 び 出席者：蓮沼、内野、國、清水、城崎、瀬川、田代、多田、楢崎、原田委員

欠　　席　　者 欠席者：無し

１　市内文化財総合調査について

　　＊有形文化財（１）古文書（２）建造物（３）絵画（４）書跡・典籍

　　（５）考古資料について

２　その他

議題１について

　文化財の内容につては、提示される資料データの検討と、実物視察を交互に

行いながら、会議を進行すべきである。次回（第４回）以降、有志参加による

文化財視察を実施していくべきである。

　全ての指定対象文化財について、資料収集・実地視察を終了した後、指定等

の検討を行っていく方向としたい。

議題２について

　第４回会議日程：平成２３年１２月１０日(土）午後３時～

議題１

・荒田家住宅については、既に移築・改修されていることから、指定対象とす

　ることについて考慮すべきであろう。

・「幻住庵記」版木につては、江戸時代末期の俳諧資料とともに調査・検討す

　ることが望ましい。

・建造物・絵画・板碑については、眞福寺所蔵分が多い。視察・検討等につい

　て十分配慮する必要がある。

報告事項４　指定文化財（建造物）の耐震診断について

・耐震診断は必要であるが、東京都方針に沿って所有者対応が妥当であろう。

　耐震工事等につては、商工振興対策経費等の市方針を再検討すべきである。

■公　　開　　　　　　　　　　　　　　　傍聴者：　　　　０　人

□一部公開

□非 公 開

　※一部公開又は非公開とした理由

■開　　示

□一部開示（根拠法令：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□非 開 示（根拠法令：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

庶  務  担  当 教育部　生涯学習スポーツ課　歴史民俗資料館Ｇ（外線：560‐6620）

第４号様式（第１０条関係）

会 議 の 公
開･非 公 開 の
別

会 議 の 公
開･非 公 開 の
別

〔　　　　　　　　　　　　〕

会　　議　　録　（　要　旨　）

議　　　　題

 審　議　経　過
（主な意見等を原則と
して発言順に記載し、
同一内容はひとつにま
とめる。）

 結　　　　論
（決定した方針、残さ
れた問題点、保留事項

等記載する。）


